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1.検討の流れ
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 水害（洪水
、津波）

 土砂災害

 その他直近
の災害状況

ハザードエ
リアの整理

 居住、建物
のリスク

 都市機能の
リスク

 防災関連施
設のリスク

災害リスク
の評価

 分野別課題

 地域別課題

防災上の
課題の整理

 防災まちづ

くりの取り組
み

 地域別の取
り組み方針

取り組み方
針の検討

 ハード、ソフ
トの具体策

 スケジュー
ル

具体策、ス
ケジュール

の検討

今回の会議での報告範囲

調査項目
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2.災害リスクの整理（大竹地域西側）
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■地域別課題

 大部分が浸水想定区域指定

 平成30年7月豪雨では浸水・冠

水被害が発生

 都市機能面で見ると、やまと病

院や多数の商業施設、要配慮

者利用施設などが浸水想定区

域内に立地

 木野エリアは一部5.0m以上の

浸水が想定されるほか、土砂

災害特別警戒区域が広範囲に

わたって広がるなど、災害時に

大規模な被害が想定される。

一定の人口があるエリアと
土砂災害警戒区域が隣接 都市機能が集積する地域で

も、浸水被害が想定される

H30.7豪雨では浸水・冠水が
発生

0～0.5mの浸水が想定され

るが、学校施設は垂直避難
が可能

木野エリアは行政施設が浸
水想定区域内に立地してい
る

やまと病院

※想定最大規模：1000年に1度程度の降雨



2.災害リスクの整理（大竹地域東側）
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■地域別課題

 西側と比較すると被害は比較

的小さいと想定

 ただし、商業施設や要配慮者

利用施設の立地する駅周辺は

浸水想定区域に位置するため

災害時に機能障害に陥る可能

性がある

都市機能が集積する地域で
も浸水被害が想定される

H30.7豪雨では浸水・冠水が
発生

※想定最大規模：1000年に1度程度の降雨



2.災害リスクの整理（小方地域）
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■地域別課題

 南部の立戸エリアが浸水想定

区域に指定

 平成30年7月豪雨では浸水・冠

水被害が発生

 土砂災害警戒区域内には、立

戸エリアを除き都市機能は立

地していないが、一定数の人口

があり、相当の被害が見込ま

れる

 市内最大規模の商業施設であ

るゆめタウン大竹はハザードエ

リア外であり、避難場所として

活用できる

一定の人口がある
エリアと土砂災害警
戒区域が隣接

市街地への経路がハザー
ドエリアと隣接

小方小・中学校への避難
が必要

都市機能が集積する立戸エ
リアでも浸水被害が想定
H30.7豪雨では浸水・冠水が
発生

ゆめタウン大竹

※想定最大規模：1000年に1度程度の降雨



2.災害リスクの整理（玖波地域）
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■地域別課題

 水害というよりは土砂災害によ

る被害が想定される

 特に玖波小学校、広島西特別

支援学校、メープルヒル病院、

国立病院機構広島西医療セン

ターをはじめとする複数の要配

慮者利用施設が土砂災害警戒

区域内に立地

一定の人口がある
エリアと土砂災害警
戒区域が隣接

学校や基幹的な医療機関
が土砂災害警戒区域内に
立地している

※想定最大規模：1000年に1度程度の降雨



2.災害リスクの整理（居住誘導区域）
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 居住誘導区域の候補地におけ

る水災害リスクとして、立戸や

本町では洪水浸水に加え床上

浸水が頻繁に発生

立戸では洪水浸水に加え
頻繁に床上浸水が発生

本町では洪水浸水に加え
頻繁に床上浸水が発生

※想定最大規模：1000年に1度程度の降雨
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3.取り組み方針の検討（流域治水の取り組み）
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 令和元年に発生した東日本台風により、各地で洪水による甚大な被害が発生したことを踏ま
え、国土交通省では小瀬川流域の治水対策を推進している

 各種防災・減災対策により浸水被害を防止するとともに、逃げ遅れゼロを目指す

出典：小瀬川水系流域治水プロジェクト（国土交通省）

■小瀬川流域における治水対策



3.取り組み方針の検討（流域治水の取り組み）
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 短期的な対策として、大竹市では立地適正化計画の作成を目指す

 中長期的な対策として、大竹地区では小瀬川の浸水被害から守る堤防整備等を実施

 また、逃げ遅れゼロを目指した他機関連携型タイムラインの推進や出前講座を活用した防災教育を継続
して実施

出典：小瀬川水系流域治水プロジェクト（国土交通省）

■プロジェクトロードマップ



3.取り組み方針の検討（市の取り組み）
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 大竹市国土強靭化計画では、南海トラフ地震をはじめとした大災害の課題への対応方策を設定
 各種関連計画の指針として位置付けることとしており、防災指針策定においても内容を踏まえていく

出典：大竹市国土強靭化計画

■防災関連施策一覧

施策名

課題

浸水等対策施設の
防災性強化

防災への市民意識
啓発

関係機関などの
危機管理体制の強化

土砂災害等対策施設
の防災性強化

【施策3-7】暮らしを支える上下水道の整備 ●

【施策3-8】環境にやさしい持続可能なまちづくり ●

【施策4-1】自然災害やさまざまな危機に強いまちづくり ● ● ● ●

■大竹市国土強靭化計画の位置付け



3.取り組み方針の検討（市域全域の取り組みとスケジュール）
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■取組方針

地域 取組方針 具体的な取組
実施主
体

対策工程

短期

（～5年）

中長期

（5～20年）

大竹
洪水

氾濫をできるだけ防ぐ・減らす

堤防整備・堤防強化 国

雨水幹線・雨水ポンプ場の整備 市

土砂 砂防堤防の整備 県

共通
（大竹、小方、玖波）

洪水 氾濫をできるだけ防ぐ・減らす 暮らしを支える上下水道の整備 市

土砂 土砂災害をできるだけ防ぐ 環境にやさしい持続可能なまちづくり 市

全般 被害の軽減
自然災害やさまざまな危機に強いまち
づくり

市

洪水 被害の軽減

多機関連携型タイムライン推進 国県市

出前講座による防災教育 国県市

水防訓練 国県市

洪水時河川情報の可視化 国県

水防活動効率化・水防体制強化 国県市

内水ハザードマップ作成 市

海抜表示物の設置 市

自主防災組織・リーダーの育成 市

■基本理念（大竹市まちづくり基本計画より）

頻発・激甚化する災害やさまざまな危機に対し、市民の意識を高めながら、強くてしなやかな都市基盤の整備を進める

ハード対策 ソフト対策


